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図７：本計画の設計体制
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●太陽光発電パネル
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移動しやすい校舎

学内での交流の場と
学外との交流の場
学内での交流の場と
学外との交流の場

安全な歩行訓練
ができる環境
安全な歩行訓練
ができる環境

周辺地域に調和する
教育環境

周辺地域に調和する
教育環境

4～ 21才以上までの
幅広い世代が通う学校

計画地周辺が
住宅地域や文教地域

児童生徒の歩行能力が
個人によって異なる

視覚障害者は人数が少な
いため同級生との交流が

生まれにくい

学内 学外

文教地域 東照宮

住宅地域

弱視や全盲等、様々な
視覚障害を持つ児童生
徒と教職員が在籍

全盲者は校舎全体を
俯瞰するイメージで
空間を認知

屋外

屋内

使われ方調査使われ方調査 ❶設計初期に小中高等部、専攻科の利用諸室とその頻度を調査。❶設計初期に小中高等部、専攻科の利用諸室とその頻度を調査。

❷仮設校舎の基本設計中に、
本計画で重視すべき内容を整理。
❷仮設校舎の基本設計中に、
本計画で重視すべき内容を整理。

❸計画内容の妥当性を確認しながら設計を進めるため、意見交換会を実施。❸計画内容の妥当性を確認しながら設計を進めるため、意見交換会を実施。

仮設校舎設計仮設校舎設計

新築校舎設計新築校舎設計

コストチェックコストチェック

教職員・生徒
との意見交換
教職員・生徒
との意見交換

令和２年度設計プロセス ７～９ 10 ～ 12 1 ～ 3 4 ～ 6７～９ １～３10 ～ 125 ～６
令和３年度

基本設計基本設計 実施設計実施設計 申請申請

基本設計基本設計 実施設計実施設計 申請申請

建設建設

❹複数回のコストチェックを実施❹複数回のコストチェックを実施

同種施設等の調査・分析同種施設等の調査・分析

( 様式ー３）
　業務の取組体制，設計チームの特徴，特に重視する設計上の配慮事項，その他の業務実施上の配慮事項
業務実施方針

大学研究室との協働により 学術的裏付けのある視覚支援学校の建築計画を立案

特に重視する設計上の配慮事項

❶ ❶ 視覚支援学校の特性を踏まえた建築計画

発育段階や障害の状態に応じた教育を行い、自己実現と社会的自立に必要な能力を養う環境の整備

❷ ❷ 視覚障害者の空間認知手法を踏まえた建築計画

その他の業務実施上の配慮事項

調査・分析による視覚支援学校の建築計画を立案し
これに基づいた施設を計画する設計プロセス

東北支社で設計チームを編成
　複数の支援学校施設の実績を有し、迅
速できめ細やかな対応が可能となる東北
支社で設計チームを編成します。
支援学校を研究する大学研究室との協働
　弊社のアドバイザーで支援学校の建築
計画を研究対象とする大学研究室が、基
本設計から参画することで、学術的裏付
けのある建築計画とします。

・視覚支援学校は全国でも先進事例が少なく、建築計画が確
立されているとは言い難い施設です。このため計画初期に同
種施設や視覚障害者利用施設の調査・分析を行うことで視
覚支援学校の建築計画を立案し、これに基づいて計画を進
める設計プロセスとします。

・視覚障害者は弱視者と全盲者に大別され、
　空間認知の主な手法は以下の通りです。
　⇒弱視者：視覚を活用し、光や色で認知。
　⇒全盲者：聴覚・触覚・嗅覚等を活用し、
空間を３次元で俯瞰するように認知。　
　このため視覚・聴覚・触覚・嗅覚ごとの空
間認知手法を踏まえた建築的対応方法を整
理し、これらを踏まえた施設を計画します。

図1：視覚支援学校の特性とこれを踏まえた建築計画

図４：主な空間認知手法とこれを踏まえた建築的提案
図３：全盲者の空
間の捉え方

図 2：晴眼者・弱
視者の空間の見え方

図５：建築計画を立案しながら計画を進める設計プロセス 図６：主なランニングコストの縮減手法

視覚支援学校と視覚障害者情報センターの改築計画においては、「発育段階や障害の状態に応じた教育を行い、自己実現と
社会的自立に必要な能力を養う環境」を実現することが重要と考えます。私共はこのような環境を実現するため「視覚支援
学校の特性を踏まえた建築計画」と「視覚障害者の空間認知手法を踏まえた建築計画」を重視した計画を提案します。

自然エネルギーの活用によるランニングコストの縮減
・計画施設の屋根は切妻屋根とし（⇒様式－４－３参照）、以
下の図に示すような屋根形状を活かした自然エネルギーの活
用や、各種省エネルギー機器の採用等によりランニングコスト
を縮減します。

支援学校の経験が豊富な設計チーム
　管理技術者と各主任担当は、支援学
校の実績を複数持つことに加え、仮設校
舎の設計実績も有する職員を配置します。
ランドスケープ専門家の参画
　視覚や嗅覚により四季を感じられ、教
育環境にも寄与する植物園や屋外空間を
計画するため、仙台でのランドスケープ設
計実績を持つ専門家をチームに加えます。

業務の取組体制 設計チームの特徴

視
覚

聴
覚

触
覚

嗅
覚

空間認知手法等 建築的提案
･色の違いで場所を認知

･光の強弱で空間を認知

･反響音で空間の違いを認知

･声や音で周囲の状況を認知

・足裏で床の仕上げ材を認知

･手で触れることで場所を認知

･匂いによって場所を認知

･コントラストや色彩に変化をつける

･廊下の照明は進行方向に向けて配置

･廊下幅や天井高に変化をつける

･適度な吸音素材の配置
･手摺際の歩行を促す床材を設置し､
  中央部分にも異なる素材を採用
･壁の素材に変化をつける
･移動空間には手摺を設置

･木の仕上げ材を効果的に配置
･植物園は四季が感じられる樹種を配置



課題に対する提案 (様式ー４－１）
視覚支援学校及び視覚障害者情報センターの機能を考慮した建築計画の考え方課題１

▼1期工事仮設範囲▼1期工事仮設範囲 ▼2期工事仮設範囲▼2期工事仮設範囲
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図1-1：設計コンセプトの概念図

図1-2：南面する4つの昇降口と中央廊下を中心としたシンプルな空間構成

図1-6：配置計画の比較検討表

図1-7：建替ステップ

図1-9：配置平面イメージ

図1-5：屋外空間の考え方
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▲▲ ： 建物出入口： 建物出入口
： 歩行者出入口： 歩行者出入口
： 車両出入口： 車両出入口
： 仮設校舎への動線： 仮設校舎への動線
： 緊急車両・メンテナンス動線： 緊急車両・メンテナンス動線
： 1期工事範囲： 1期工事範囲
： 2期工事範囲： 2期工事範囲
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域
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植物園植物園

植物園植物園

園庭園庭
幼稚部

中・高等部

小学部

 中央廊下を中心としたシンプルな空間構成

 発育段階に応じた5つのユニットと交流の場の整備

全体がイメージしやすいシンプルな2階建て施設

歩道のある南側道路に面して4つの昇降口を設置

 隣接するユニットに応じた特徴を持った屋外空間

　新しい視覚支援学校は幼稚部、小中高等部、専攻科といった
４才～21才以上の児童生徒が学ぶ学校となります。このような特
徴を持つ学校を計画する上では、発育段階に応じたユニットを形
成し、それぞれの活動領域を保ちながら、異学年や学外との交流
の場を整備することが最も重要と考えます。このような環境が、自
己実現と社会的自立に必要な能力を育みます。

・全盲者でも施設全体がイメージしやすい空間構成とするため、支
援学校主昇降口から寄宿舎までを直線状に結ぶ中央廊下に、
様 な々機能が接続するシンプルな2階建ての施設とします。

・計画施設は支援学校と情報センターの昇降口に加え、外部の方
が利用客として訪れる臨床実習室と、体格差の考慮による幼稚部
専用の昇降口も整備すべきと考え、4つの昇降口を計画します。

各ユニットの使用諸室を踏まえた明快なゾーニング

ユニット毎の交流の場となる屋外空間

❶ ❶ 園庭は日当たりの良い幼稚部教室
の南側に配置します。

❷ ❷ 小学部ユニットの南側には、遊具を
併設した植物園を計画します。

❸ ❸ 中・高等部ユニットの南側には、中
学・高校の理科教育で扱う植物を多
く配置した植物園を計画します。

新旧いずれかの屋内運動場を使い続けられる建替計画
・新築工事は2段階に分けて行います。1期工事で既存校舎の解
体と新屋内運動場を完成させ、2期工事で既存屋内運動場の解
体と新築校舎を完成させることで、新旧いずれかの屋内運動場を
使い続けられる建替計画とします。

・新築建物を2階建てとして工期を短縮することで、要項で示され
た事業スケジュールと同様に令和6年6月に校舎と屋内運動場
の改築が完成する計画とします。

近隣の居住環境に配慮したグラウンドと屋内運動場の配置

学校と情報センターの機能を踏まえた最適な配置計画

・音を発する器材を使用するグラウンドは、屋内運動場と共に近隣
の居住環境に配慮して、周囲が建物で囲われるように配置します。

❶隣接した2つの駐車場 :イベント
時等は駐車場の共有が可能
❷スクールバス・送迎車乗降場：生
徒が安全に乗降できる空間を確保
❸情報センター1階：主に視覚障害
者が使用する部屋は1階に配置
❹情報センター2階：職員やボランティ
アが使用する部屋を2階に配置❶❶ ❸❸

❷❷

❹❹

❶❶

❷❷

❸❸

発育段階に応じた活動領域の形成とシンプルな空間構成により 機能的でわかりやすい施設を実現します発育段階に応じた活動領域の形成とシンプルな空間構成により 機能的でわかりやすい施設を実現します

❶ 幼稚部教室と関連諸室は、園庭を含めたセキュリティを確保する
ため、建物南東側に配置します。

❷ 小・中・高等部が使用する特別教室と普通教室は、移動距離
を短縮するため、建物北側にまとめて配置します。

❸ 専攻科が使用する実習室と普通教室は、移動距離を短縮するため、
建物南側2階にまとめて配置し、1階に臨床実習室を配置します。

❹ 事務室を含めた管理諸室は、来校者管理がしやすい配置とする
ため、支援学校主昇降口に面して計画します。

❺  屋内運動場は、室内で発生する音が近隣住宅に伝わることを防
ぐため、近隣住宅から離した建物の西側に配置します。
❻ 情報センターは外部から直接アクセスでき、支援学校からも事務
室前廊下を経由してアクセスする建物南西部に配置します。

❻
図1-3：平面ゾーニング

 屋内運動場の機能維持と安全性に配慮した建替計画

登校動線と工事車両動線を分離した安全な建替計画
・建替ステップは大きく４段階に分かれますが、いずれのステップでも
歩行者動線と工事車両動線を分離した安全な建替計画とします。

❺情報センター扉 : 学校と情報セン
ターを行き来する常閉扉を設置
❻幼稚部扉：幼稚部のセキュリティを
確保するために扉を設置
❼図書・視聴覚室：知的好奇心を
満たす部屋は学校の中心に設置
❽ＥＸＰ．Ｊ：屋内運動場の音や振動
を情報センターに伝えないため、Ｅ
ＸＰ.Ｊを設置して建物を分離

新屋内運動場使用新屋内運動場使用

既存屋内運動場使用既存屋内運動場使用

要項記載
スケジュール
要項記載
スケジュール

提案スケジュール提案スケジュール
STEP2第 1期STEP2第 1期
STEP3第 2期STEP3第 2期

10 ～ 12 10 ～ 121 ～ 3 4 ～ 6 ７～９ 1 ～ 3 1 ～ 34 ～ 6 4 ～ 6 77 ～ 9
令和３年度 令和 6 年度令和 4 年度

校舎等解体 (８ヶ月 )

校舎・センター新築 (２０ヶ月 )
屋内運動場新築 (１０ヶ月 )

屋内運動場解体・残りの校舎新築・外構 (１２ヶ月 )
校舎等解体・屋内運動場・校舎の一部・センター新築 (１6 ヶ月 )

屋内運動場解体 (７ヶ月 )

令和 5 年度

❺ ❻

❶

❷

❸

❹

❺

❽
❼

N

図1-8：建替スケジュール
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視覚障害者情報センター視覚障害者情報センター

寄宿舎寄宿舎

計画施設計画施設
屋内運動場屋内運動場

園庭園庭

植物園植物園

植物園植物園
中・高等部ユニット中・高等部ユニット

小学部ユニット小学部ユニット

幼稚部・専攻科ユニット幼稚部・専攻科ユニット

計画歩道計画歩道

宮城教育大学宮城教育大学
附属小学校附属小学校

宮城教育大学宮城教育大学
附属幼稚園附属幼稚園

中央中央
廊下廊下

支援学校支援学校
出入口出入口

情報センター情報センター
出入口出入口

寄宿舎寄宿舎
出入口出入口



課題に対する提案 (様式ー４－２）
施設利用者の利便性及び安全性を考慮した建築計画の考え方課題２

通学、歩行訓練を
安全に行うことができる
通学、歩行訓練を
安全に行うことができる

セキュリティラインセキュリティライン 敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

車両の
進入を防ぐ
車両の
進入を防ぐ

植物園植物園

囲障囲障

道路道路新設歩道

日常動線
避難口
避難階段

普通教室の近くに配置

中学部ユニット

専攻科ユニット情報センター情報センター 情報センター情報センター幼稚部ユニット

職
員
室

特
別
教
室

理療科
準備

L型動線 I 型動線

小学部ユニット

高等部ユニット

小学部ユニット

・中央廊下 ･各普通教室
  ユニット

ユニット内の児童生徒
が通行する廊下

全ての児童生徒
教職員が通行する廊下

廊下幅4m 廊下幅2.5m

交流

見守り

見守り

屋内運動場

職員室

食堂

【寄宿舎】

中学部ユニット

小学部ユニット

臨床実習室

植物園

植物園

園庭

幼稚部ユニット

【情報センター】
相談室

事務室事務室

駐車場

車寄せ

バス停から
のアクセス

中央
廊下

囲障

囲障

囲障

歩行訓練が
安全にできる歩道

交流の門

右側通行を
促す床材

コーナー部を
認識させる床材

異なる色・素材で
左右を区分

自分の教室の場所を認識
しやすいユニット毎の壁の色

体格差を考慮した
2段手摺

進行方向に並ぶ
照明器具

扉は引戸を基本とし
突起物は設けない

ゆとりのある中央廊下

季節ごとに異なる色や香りの
花が咲く植物園

音声による
誘導標識

扉前には
点字ブロックを設置

丸みを帯びた
コーナー

蹴上と踏面の
色を変えた階段

室内の凹凸を避けるため
冷暖房は天井に設置

 移動しやすく利便性と安全性の高い校舎とすることで自主的な行動や活動を促す校舎
直線・直角の廊下と日常動線が交錯しない平面計画により
安全に移動できる校舎

視覚・聴覚・触覚・嗅覚に働きかけることで全ての視覚障害者にとって自分の居場所や進行方向がわかりやすい空間視覚・聴覚・触覚・嗅覚に働きかけることで全ての視覚障害者にとって自分の居場所や進行方向がわかりやすい空間

学内と学外からアクセスしやすい
交流スペース

 学内での交流の場と情報センター来館者や学外との交流の場

・1階では屋内運動場を近隣学校や
学外の方 と々の交流の場と位置づ
け、学校昇降口に近接して配置しま
す。また敷地西側の交流の門からア
クセスする教育大学附属小中の児童
生徒が利用しやすい位置に、屋内運
動場用の玄関を設けます。

・2階では多目的室と図書視聴覚室を
学内での学年間交流の場と位置づ
け、各普通教室ユニットからアクセス
しやすい位置に配置します。

支援学校と情報センターの機能連携を促す空間構成
・支援学校と情報センターは様 な々相互利用が想定されるため、両
施設を隣接配置します。各事務室前の廊下を経由して互いの施
設にアクセスすることで、利便性とセキュリティを両立します。

全ての児童生徒が安全に移動でき 利便性の高い施設とすることで 自主的な活動と学外との交流を促進します全ての児童生徒が安全に移動でき 利便性の高い施設とすることで 自主的な活動と学外との交流を促進します

廊下幅の変化で自分の居場所を把握しやすい空間構成

視認性が高く下校時の待合空間としても機能する昇降口

・全盲者は聴覚で空間の大きさを
認知するため、中央廊下と各ユ
ニットの廊下幅に変化をつけま
す。それぞれに適した廊下幅と
することで、自分の居場所を理
解しやすい空間構成とします。

・支援学校と情報センターの事
務室は、建物へのアプローチ
と昇降口が見渡せる位置に配
置します。

・職員室と保健室はグラウンドを
見渡せる位置に配置し、保健
室には救急車両が寄り付ける
計画とします。

・医療ケアルームは、体調等に問
題が発生した児童生徒に迅速
な対応を行うため、重複障害
者用普通教室を多く配置する
中高ユニット内に配置します。
寄宿舎から支援学校までの安全な歩行経路となる歩道の整備
・寄宿舎で生活する生徒は、現状では
歩行訓練のため東側の歩道の無い公
道を経由して登校しています。本計画
では敷地内に歩道を整備することで
安全な歩行訓練ルートを整備します。

教職員の目が行き届く校舎
 教職員による見守りと安全な歩行訓練ができる環境

交流スペースを校舎中央に整備

・全盲者が動線をイメージしやすい建物とするために、全ての廊下
は直線・直角で計画します。

・右側通行を原則とする本施設においては、Ｉ型もしくはＬ型廊下が
衝突の危険性が少ないと言えます。このため幼稚部、小・中・
高等部、専攻科の各活動領域内において、授業間の移動で利
用する日常動線はＩ型もしくはＬ型となるような平面計画とします。

・視覚障害者が避難しやすい建物とするため、上記の日常動線の
端部には避難階段と避難口を設置します。

・事務室と昇降口間の間仕切りを
ガラス張りとし、下足箱の高さ
を低くすることで事務室から昇
降口を見通せる計画とします。

・主な通学手段はスクールバスや
保護者の車であるため、学校
昇降口には児童生徒が一時待
機できる待合空間を確保します。

・視覚支援学校では同学年の生徒との交流が少ないため、学内と
学外の交流に利用する諸室を、校舎中央に整備します。

事務事務

相談相談

事務事務 昇降口昇降口
研修室研修室

▲▲ ▲▲▲▲

人の出入を把握人の出入を把握

寄宿舎寄宿舎

新
設
歩
道

新
設
歩
道

寄宿舎
エントランス
寄宿舎
エントランス

支援学校
主出入口
支援学校
主出入口

アプローチ見守りアプローチ見守り

重複教室が多い
ユニット内に
医療ケアルーム

重複教室が多い
ユニット内に
医療ケアルーム

職員室職員室

保健室保健室

アリーナアリーナ

グラウンド
見守り
グラウンド
見守り

昇降口
見守り
昇降口
見守り事務室事務室 事務室事務室

救急車両動線救急車両動線

図書・視聴覚室
多目的室

図書・視聴覚室
多目的室

専攻科・幼稚部
ユニット
専攻科・幼稚部
ユニット

中学・高等部
ユニット
中学・高等部
ユニット

小学部
ユニット
小学部
ユニット

アリーナアリーナ

交流の門交流の門

１Ｆ１Ｆ

附属小・中
生徒動線
附属小・中
生徒動線

学内児童
生徒動線
学内児童
生徒動線

学外からの動線学外からの動線

玄関玄関

センター
からの動線
センター
からの動線

図2-1：中央廊下を中心とした移動しやすい校舎のイメージ 図2-6：視覚障害者の空間認知手法を踏まえた移動しやすい中央廊下イメージ

図2-3：居場所を聴覚で認知しやすい廊下

図2-5：視認性が高くゆとりある昇降口 図2-11：東側歩道部分断面イメージ 図2-12：本計画で整備する歩道

図2-10：教職員による見守りの考え方

図2-9：隣接配置した支援学校と情報センター

図2-7：学外から屋内運動場へのアクセス

図2-8：学内の交流の場

事務室事務室 昇降口昇降口

待合
空間
待合
空間

視線が抜ける低い下足箱視線が抜ける低い下足箱

ベンチベンチ

見守り見守り

受付受付

▲▲
学校エントランス学校エントランス

車寄せ車寄せ スクールバススクールバス

教職員と児童生徒の移動距離を短縮した利便性の高い校舎
・主に小中高等部が使用する特別教室は、授業間の移動距離を短
くするため、小中高等部の普通教室ユニットに近接して配置します。
・職員室は各ユニットにアクセスしやすくするため、校舎の中央に配
置します。また専攻科の職員が滞在する理療科準備室は専攻科ユ
ニット内に配置することで利便性の高い計画とします。

図2-2：移動距離が短く避難が容易な校舎

発育段階に応じてユニット化した普通教室
・普通教室は発育段階に応じて
まとめて配置するため、幼稚
部、小学部、中学部、高等部、
専攻科ごとにユニット化します。

・各ユニットにはトイレ、階段、
資料室に加え、ユニット毎に必
要となる諸室を配置します。

普通教室普通教室

WCWC階段階段 階段階段資料室資料室

体格に合わせた
衛生器具を設置
体格に合わせた
衛生器具を設置

ユニット内で上下階
に移動できる階段
ユニット内で上下階
に移動できる階段

ユニット内で使用
する教材を保管
ユニット内で使用
する教材を保管

ユニット内の学習をサポートする諸室ユニット内の学習をサポートする諸室

学習室
医療ケア

プレイルーム等

学習室
医療ケア

プレイルーム等

図2-4：小・中・高等部ユニットの構成



課題に対する提案 (様式ー４－３）
周辺地域に配慮した意匠上の考え方課題３

キンモクセイキンモクセイ
ロウバイロウバイビワ

イチョウイチョウ

クチナシ

イロハモミジイロハモミジ

視線が抜ける格子フェンス視線が抜ける格子フェンス

：春に花や実がなる樹木：春に花や実がなる樹木
：夏に花が咲く樹木：夏に花が咲く樹木
：秋に紅葉や花が咲く樹木：秋に紅葉や花が咲く樹木
：冬に花が咲く樹木：冬に花が咲く樹木

中・低木を中心とした明るい植物園中・低木を中心とした明るい植物園

サザンカサザンカ ライラック

ジンチョウゲ

橙色橙色
青色青色

桃色
緑色

サルスベリ

周辺住宅 計画施設 東照宮

軒先レベルを抑える 反りのある屋根形状

 周辺の低層住宅地域と調和する外観意匠

❶ 周辺の低層建物と調和する2階建ての施設
・計画地の周辺は2階建ての戸建て住宅が多く、このような周辺環
境と調和させるため、計画施設は2階建てとします。

地域住民が親しみやすい情報センター

❶ ❶ 敷地外周部の高木の連続による緑のネットワークの形成敷地外周部の高木の連続による緑のネットワークの形成

・情報センターは地域住民が親しみを感じる施設とするため、交流
スペースや研修室で行われるイベント等が外からも視認しやすいよ
うに1階は開放的な設えとします。
・情報センター前には「憩いの広場」を設け、利用者のふれあい
の場として整備します。

・敷地西側の教育施設と同様に敷地外周部に中木や高木を配置す
ることで、地域の新たな緑のネットワークを形成します。
・敷地外周部の中高木は、計画施設と周囲の住宅の緩衝帯として
も機能することで、計画施設と住宅の見合いを防ぎます。

❷ ❷ 並木道によるアプローチの演出並木道によるアプローチの演出
・南側歩道から学校とセンターへのアプローチ経路は、文教地域に
ふさわしい正面性を演出するため、桜並木によるアプローチを計
画します。

・施設の南面に計画する4つの昇降口を視認しやすいものとするた
め、各昇降口にはそれぞれアクセントカラーを施します。

周辺の低層住宅地域と文教地域と調和し地域全体の魅力を高める外観意匠と外構意匠を計画します周辺の低層住宅地域と文教地域と調和し地域全体の魅力を高める外観意匠と外構意匠を計画します

❸ 勾配屋根により周辺地域と一体感のある風景を創出　
・周囲には寄棟屋根や切妻屋根による住宅が多く、またこの地域の
象徴でもある東照宮も反りのついた勾配屋根の建物が多く存在しま
す。これらを踏まえ、計画施設の屋根は反りのついた切妻屋根とし、
また軒先レベルを低く抑えることで周辺地域と一体感のある風景を
創出します。（⇒勾配屋根を活かした省エネ効果は様式－ 3参照）

・新たに計画する東側歩道に面して配置した2つの植物園と園庭は、
季節感を感じられる空間とするため、それぞれ春、夏、秋に花が
咲く広葉樹を配置します。

・植物園と園庭は囲障によってセキュリティを確保しつつも、内部が
見える縦格子フェンスとすることで、周辺地域からも季節を感じら
れる庭とします。

❸ ❸ 周辺地域からも四季を感じ取れる植物園周辺地域からも四季を感じ取れる植物園児童生徒が自分のユニットを視認しやすい支援学校　計画地は北・東・南側の3方を多くの低層戸建住宅に囲まれて
います。またこの地域は、江戸時代より仙台東照宮や御宮町の発
展に伴って開発が進んだ地域です。これらの特徴を踏まえ、以下
の3点を重視した外観意匠計画とします。

❷ 周囲に圧迫感を与えない分棟形式の施設

　計画地西側は緑豊かな文教地域が広がり、地域の豊かな自然
環境を形成しています。この環境を活かしさらに地域全体の魅力を
高めるため、以下の3点を重視した外構意匠計画とします。

 地域全体の魅力を高める外構意匠

・計画施設は機能ごとにボリュームを分けた分棟形式の建物とすること
で、小さなボリュームが集積する住宅地域に調和する施設とします。

図3-1：外観イメージ

・敷地東側に面する普通教室ユ
ニットは、歩道を歩く弱視の児
童生徒も自分のユニットを視認
しやすくするため、それぞれの
ユニットのキーカラーをアクセン
トカラーとして外壁に施します。

図3-3：周辺建物の屋根形状と調和する勾配屋根 図3-5：情報センターの外観と憩いの広場イメージ

図3-2：周辺環境と調和する低層で分棟形式の施設

図3-4：外壁のアクセントカラーイメージ

図3-6：周辺地域の緑と計画敷地内の緑が連続する緑のネットワークイメージ

図3-7：各昇降口にアクセントカラーを施した支援学校のアプローチイメージ図3-7：各昇降口にアクセントカラーを施した支援学校のアプローチイメージ

図3-8：四季を感じる植物園図3-8：四季を感じる植物園
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道路境界線道路境界線
分棟形式の2階建て分棟形式の2階建て
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普通教室
ユニット

園庭園庭

植物園植物園

植物園植物園

計画歩道計画歩道

太陽光発電パネル太陽光発電パネル


